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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録
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＜患者様連絡事項＞

· 鳥谷部国光様～ご家族(次女様)へ転院について、確認の電話しています。

次女様より「転院についての流れがはっきり分からなかった」とお話あり、ＳＷへ情報提供し、みちのく病院へ連絡しています。

10月26日（月）に、田名部Ｄｒより紹介状を書いてもらう事となっており、同日、家族様が、来院される為、その紹介状を持って、家族様が、みちのく病院へ行って頂く予定となっています。

書類の不手際や、紛失などないようにしましょう。

また、鳥谷部様の身体管理もしっかりと行っていきましょう。

· 家族様来院された際は、インフルエンザの問診表、書いてもらって下さい。

· 塚田　昌様～城北病院にて、受け入れ整った事から、退院決定となりました。

　　　　　　　時間などは未定ですが、10月29日（水）との事です。

　　　　　　　退院療養会議なども、まだ未定となっています。

　　　　　　　退院に向けて、書類の作成（ケアプロセスなどなど・・・）

　　　　　　　不手際のないようにしていきましょう。

　　　　　　　また、塚田様の身体管理もしっかりと行っていきましょう。

＜ＳＳＴ評価・検討＞

Ａユニット

　全員参加されています。

　今月の目標について、覚えている方が殆どで、少しの促しやヒントで、目標を思い出し、

　今月について、振り返り、発言する事できていました。

· 山田典子様～前病棟で立てた目標をしっかりと覚えており、転棟になってからの気持　　　　

ちなども話してくださっています。「過ごしやすい」と笑顔見られていました。

· 佐々木栄子様～ＳＳＴについての理解はない様子でしたが、前患者様が起立して終了　

する際に、しっかりと笑顔で挨拶し、締めくくってくださっています。

· 飛鳥公平様～今月の目標をしっかりと覚えており、自分が発言する際、しっかりと起　

立して発言していました。

· 田端玲子様～今月の目標について、「あまり上手く出来なかった」と話、「気持ちがも　

やんとしていた」としっかり自己を振り返って話す事できていました。

Ｂユニット

　全員参加されています。

　殆どの方が、今月の自己目標を忘れており、促す事で、発言されています。

　また、発言を促すと、各自で、しっかりと考えて発言する事出きていました。

　・若松高様～自分で立てた目標をしっかりと覚えており、しっかりと振り返って、自発的な発言見られていました。

· 西沢正様～自発的な発言されているが、的外れな発言多く、介入要しています。

・田村耕一様～自発的な発言多く聞かれ、他患者様が困っていると、フォローしてくれたりと、積極性見られていました。

Ｃ・Ｄユニット

　全員参加されています。

　殆どの患者様が目標（笑顔で挨拶する事）を忘れており、今月の振り返りについても、

　忘れがちであった為、スタッフの方から、日常での生活を見ていて、全患者様が出来ているという事を評価しています。

　他患者様や、職員の様子もしっかりと見ている患者様から、発言に困っている患者様へのフォローや、患者様同士での評価もあり、全体的に明るい雰囲気で行っています。

　・上村木一様～自己の振り返りは出来ず、発言も少ない様子であったのですが、他患者様より「笑顔でしっかり挨拶出来ている」と誉められ、感動し、涙するという場面見られています。

· 木村敏様～表情硬く、他者や、ここの病院に関心がない発言聞かれています。

　　　　　　　まだ、環境に慣れていない様子も見られる為、そのような様子見られた場合は、介入していきましょう。

· 斉藤数子様～居眠り多く見られ、その都度介入し、発言されています。

　　　　　　　　髪の毛を抜く行為や、独語は聞かれていません。







